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—ノーマンジャパンがレジャーホテル
業界に注力している狙いを教えてくださ
い。
　板垣　ノーマングループは欧米を中
心に20以上の国と地域で愛用されている
世界トップクラスの窓周り製品メーカー
ですが、その多くが住宅向けの家庭用
製品で占められています。2012年に日本
法人としてノーマンジャパンを設立。そ
の後、事業拡大を目指し、住宅向けだけ
ではなく各種ホテルを含めた商業施設
に向けた製品も手掛けていこうというこ
とになりました。業界向けの展示会など
にも積極的に出品し、おかげさまで大き
な反響をいただいたのですが、ラグジ
ュアリーホテルやビジネスホテルへの導
入はなかなか進みませんでした。日本
独特の商流が根強く、日本進出間もな
い外資系企業として参入が難しかった
のです。
　そんなときに出会ったのがレジャーホ
テル業界でした。レジャーホテルは非日
常空間を提供するための施設であり、１
棟のホテルのなかにデザインや意匠を凝
らしたバラエティ豊かな客室が存在し、
お客さまを楽しませます。弊社のブライ
ンドやウッドシャッターといった製品も
バラエティ豊かなデザイン性と機能性を
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備えています。特殊形状や特色にも対応
できるNORMAN®のウッドシャッター
は、開口部のデザインに無限の可能性を
与えます。まさにレジャーホテルにはぴ
ったりな製品だと考えました。
　レジャーホテルをリニューアルする際
には、一般のホテルのように全室を同じ
デザインや機能に統一するケースは少な
いので、たとえばどこか１部屋だけ弊社
の製品を導入して差別化を図るといった
提案の仕方もできます。ホテルオーナー
さまやデザイナーさまにとっても客室内
の雰囲気を大きく変え、付加価値を創出
するうえで、弊社の製品は非常に使い勝
手がいいと思います。
—近年は、レジャーホテルにおける窓
の機能に対する考え方も変わってきてい
ます。
　板垣　そのようですね。従来、とくに
都市部のレジャーホテルは客室内に窓が
ない作りのものが多く、そのなかで擬似
的な窓の意匠を表現するために、デザイ
ン性の高いブラインドやウッドシャッタ
ーなどは非常に使い勝手のいい資材とい
えます。
　一方、近年ではレジャーホテルの客室
内にも開放感をもたせるために窓を設け
るケースが増えており、また新型コロナ
ウイルスの影響で客室内の換気をしたが
るお客さまが増えるなかで、レジャーホ
テルにおける窓の機能が再認識されつ

つあります。高品質で機能性に富んだ弊
社の製品は、そうした新時代のレジャー
ホテルづくりにもお役に立てると考えま
す。
　デザイン性の高い日本のレジャーホテ
ルは、いまやラグジュアリーホテルやシ
ティホテルといった他の宿泊業態からも
注目されており、国内外のホテル事業者
から参考にされているという話も伺って
います。そんな日本のレジャーホテルで
弊社の製品を導入していただくことで、
そこからさらに広い業態に事業を拡張で
きるのではないかという狙いも、弊社に
はあります。

—板垣さんはどのようなキャリアを歩
んでこられたのですか。
　板垣　ノーマンジャパンに入社する前
に別の大手ブラインドメーカーにおり、
窓周り製品の業界歴はトータルで34年に
なります。
　前の会社では最初は経理畑で働いて
いました。入社３年目にアメリカの子会
社に出向となり、４年間アメリカで生活
しました。現地ではトラブル処理なども
任されていろいろ大変な経験もしました
が、長距離恋愛をしていたいまの奥さん
と社内結婚をし、子どもをもうけて日本
に戻ってきました。

ブラインドやウッドシャッター、シェード、スクリーンといった窓周り製品の
分野で世界トップクラスのシェアをもつノーマングループ。その日本法人と
して2012年に設立されたノーマンジャパン㈱は、現在、レジャーホテルをは
じめとする各種商業施設への製品展開に注力している。バラエティ豊かなデ
ザイン性と高い機能性を併せもつ同社の製品は、レジャーホテルの非日常空
間の演出に大いに役立つだろう。同社取締役でマネージングディレクターの
板垣祥司氏に話を伺った。

　ノーマンジャパン㈱ 取締役 マネージングディレクター

板垣祥司氏
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豊富なデザインと高機能の
ブラインド、ウッドシャッターを提供

窓周り製品の業界で34年
海外勤務など豊富な経験活かす
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　帰国後しばらくして営業の管理部門に
異動となり、そこでさまざまなお客さま
と接点をもち、付き合いが広がりました。
さらに輸出入を手掛ける子会社に常務と
して入社し、営業部長、代表取締役を
務めました。実はそのときに、ノーマン
グループとも知り合いました。グループ
の現社長とはそれ以来の付き合いとなり
ます。
—ノーマンジャパンに入社したのは。
　板垣　19年１月１日付けで入社しまし
た。肩書きはマネージングディレクター
となっていますが、外資系なので組織に
しばられることなく、なんでもやってく
ださいと言われました。前の会社で多少
人脈があり、また海外でも仕事をしてい
たので、そうした経験を活かした活動を
しています。現在は、展示会出展などの
企画立案などを手掛けています。

—休日はどのように過ごしていますか。
　板垣　私は多趣味な人間で、いろい
ろなことに手を出しているのですが、い
まはマリンスポーツが好きですね。本格
的に取り組みはじめたのは40歳を過ぎて
から。最初はサーフィンに夢中になり、
その後はシーカヤックなどもやるように
なりました。最近ではSUP（スタンドア
ップパドル）サーフィンにはまっていま

す。これはサーフボードよりも一回り大
きいSUPボードの上に立って、パドルで
漕ぎながら波に乗る、新しいスタイルの
サーフィンです。もっとも私の場合、ボ
ードのうえで立つことはせず、大きめの
ボードに奥さんと犬とタンデムで乗っか
って、のんびり浮いているだけなんです
けどね（笑）。
　子どものころからスポーツは好きで、
中学・高校のころはバスケットボール部
に入っていました。でも、高校のときは
部活の監督と大喧嘩をしてしまって、途
中で部活をやめてしまいました。当時か
ら反抗心が強かったんでしょうね。
—では最後に、あらためてレジャーホ
テル業界に対してアピールをお願いしま
す。
　板垣　弊社はブラインドやウッドシャ
ッターのほかに、シェードやスクリーン
といった幅広い製品を手掛けています。

デザイン性と機能性に優れたこれらの製
品は、窓周りでの活用だけでなく、客室
内の間仕切りなどさまざまなシーンに活
用していただくことができ、非日常空間
としてのレジャーホテルの空間演出に大
いに役立つでしょう。
　とくにレジャーホテルの設計・デザイ
ナーの皆さまには、ご自身のイマジネー
ションを大きく膨らませ、ユニークなア
イデアを具現化するためのお手伝いがで
きると考えています。実際、すでにいく
つかの設計事務所さまからお声掛けをい
ただき、レジャーホテルへの弊社製品導
入の話が具体化しつつあります。私たち
メーカーの人間が思いつかないような斬
新なアイデアが生み出されるのではない
かと、私も期待しているところです。
　安全性・耐久性にも優れていますので、
ぜひ一度導入をご検討ください。
—本日はありがとうございました。

設計・デザイナーさまのユニークなアイデアを
具現化するお手伝いをさせていただきます
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1963年東京生まれ。高校卒業後、寿司店に就
職し実践的なビジネスに触れる。その後、大学
でより専門的なマーケティング理論を修得し、
大手ブラインドメーカー勤務を経て、2019年
１月ノーマンジャパン 入社。

休日にはマリンスポーツ
最近はSUPサーフィンに夢中

趣味はマリンスポーツ。休日には奥さまと一緒に、ときに愛犬を伴って、SUPサーフィンを楽しむ
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